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福島原発事故による被ばく住民の健康被害に関する4段階因果関係論（その２）
「福島原発から放出され大気、水、食品、土壌、人体を汚染した核種、放射能濃度と寄与率、汚染経路の確認」

ページ番号 各ページの題名と概要

３ 福島第一原発事故により放出された放射性セシウムの空気流れのモデル図その１（P1~P4)

４ 福島第一原発事故により放出された放射性セシウムの空気流れのモデル図:その2（P5~P9)

５ 福島第一原子力発電所1～3号機から大気中へ放出された放射性物質の量（Bq）

６ 福島原発事故・核分裂停止後の１号機（１日後）、２号機（３日後）、３号機（３日後）の炉心部に堆積していたテルル、ヨウ素、セシウム同位体の放射能量と質量

７ （１）２０１１年３月１５日時点における放射能核種の沈着密度放射能寄与率（２）外部被ばく線量への核種別寄与率（％）の時間変化

８ 福島県内において、福島第一原発事故後に公表された「放射能核種と放射能量」、「ダストサンプリングによる大気放射能濃度」、「土壌放射能濃度」、「人体放射能汚染」の核種確認

９ 福島県モニタリンググポストのNaI（TI）検出器波高分布データを用いたプルーム中Xe-135,I-131,I-132,I-133,Te-132放射能濃度の推定

１0 高速道路のガンマ線測定より得られた福島第一原子力発電所から飛散した放射性物質の拡散状況

１1 福島原発事故後早い段階で福島県立医大における人体直接測定（WBC）結果からの教訓

１２ 福島第一原発事故直後の福島県各都市における土壌放射能モニタリング結果から確認した検出核種名

１３ 事故直後の福島県各都市における土壌の放射能濃度（Bq/kg）とCs-137比

１４ 福島県における土壌のプルトニウム（Pu-238,Pu-239,Pu-240)の放射能汚染調査結果

１５ 文部科学省による「福島県における土壌のストロンチウム（Sr-89,Sr-90）核種分析の測定結果」

１６ 福島原発事故後に採取した福島県各都市の土壌、樹木葉、水道水、雨水など放射能濃度の測定結果

１７ 事故直後の福島県各都市における樹木葉の放射能濃度（Bq/kg）とCs-137比

１８ 福島第一原発事故後に公表された「葉物野菜、樹木葉、雑草、原乳などの放射能濃度」の調査・分析を行った①調査場所②調査研究機関名③測定項目と測定法、単位④確認された核種名⑤研究機関と文献名

１９ 日本全国において福島第一原発事故直後からダストサンプリングを採取してゲルマニウム（Ge）半導体検出器などにより放射性テルル、放射性ヨウ素、放射性セシウムの大気放射能濃度（Bq/m3）の分析を行った①調査場所②研究
機関③測定法と単位④確認された核種名⑤出典及び文献名

２０ 福島第一原子力発電所事故により新潟県において検出された人工放射性核種について

２１ CTBT（核拡散防止条約）の核実験監視用放射性核種観測網による人工放射性核種の測定

２２ 2011年3月15日、21日の東京都世田谷区深沢都立産業技術センターにおける大気浮遊粒子状放射能濃度（Bq/m3)

２３ 2011年3月15日から23日の東京都世田谷区深沢・都立産業技術センターにおけるテルル毒入りホットパーティクル形成核種の大気浮遊塵放射能（Bq/m3）

２４ 福島原発事故後により放出された放射性粒子の放射光マイクロビームX線分析を用いた化学性状（化学物質存在量）の分析結果 

２５ 福島第一原子力発電所により１号機から放出された放射性粒子の放射光マイクロビームX線分析を用いる化学性状の解明

２６ 南相馬市における玄米の基準値超過の発生要因調査

２７ 福島原発事故により放射性セシウムを含む微粒子が関東地域全体に広く分布していた
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福島第一原発事故により放出された放射性セシウムの空気流れのモデル図その１（P2~P4)
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福島第一原発事故により放出された放射性セシウムの空気流れのモデル図:その2（P5~P9)
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福島第一原子力発電所1～3号機から大気中へ放出された放射性物質の量（Bq）
注1：以下の放射性物質の内、原発事故後に実測により検出確認にされた核種にアンダーラインを引いて示す。
注２：揮発性の核分裂物質としては、放射テルル（Te-127m,Te-129m,Te-131m,Te-132),放射性ヨウ素（I-131,I-132,I-133,I-135),放射性
セシウム（Cs-134,Cs-137）などの放射能量が大き数値になっている。
出典：原子力安全・保安院「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に係る１号機、２号機、３号機の炉心の状態に関する評価について」：平成23年6月6日、平成23年10月20日改訂版
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福島原発事故・核分裂停止後の１号機（１日後）、２号機（３日後）、３号機（３日後）の炉心部に堆積していた放射性テルル
（Te-127,Te-127m,Te-129,Te-129m,Te-131,Te-131m,Te-132)、安定テルル(Te-128,Te-130）、放射性ヨウ素（I-129,I-131,I-132,I-
133）、放射性セシウム（Cs-134,Cs-137）の①半減期、②放射能（ Bq ）と③質量（ｇ）及び⑤放射能毒と化学毒の分類
出典：、原子力研究開発機構が発行している「JAEA-Data/Code2012-018 福島第一原子力発電所のの燃料組評価」より

原発事故前から１号機、２号機、３号機の炉心部に堆積していた②放射能（Bq）と③質量（g)

①半減期
１号機炉心部の
放射能（Bq)

１号機炉心部の
質量（ｇ)

２号機炉心部の
放射能（Bq)

２号機炉心部
の質量（ｇ)

３号機炉心部
の放射能
（Bq）

３号機炉心部
の質量（ｇ)

④Bq当たりの
質量(g/Bq)

⑤毒性の分類

毒物テルル１
族

Te-127 9.35時間 9.48E+16 0.7 1.16E+17 1.2 1.20E+17 1.23 1.02E-17 化学毒＋放射毒

Te-127m 109日 8.19E+15 2.4 1.23E+16 3.5 1.34E+16 3.83 2.86E-16
化学毒＋放射毒

Te-128 7.7×1024年 0 7070 0 6160 0 5810 0 化学毒

Te-129 69.6秒 3.97E+16 0.03 4.28E+16 0.1 4.53E+16 0.584 1.29E-18
化学毒＋放射毒

Te-129m 33.6日 4.33E+16 37.3 6.95E+16 62.4 7.07E+16 63.5 8.98E-16
化学毒＋放射毒

Te-130 2.7×1021年 0 19840 0 24100 0 22700 0 化学毒

Te-131 25分 4.06E+16 0.01 2.26E+16 0.01 2.31E+16 0.0109 4.72E-19
化学毒＋放射毒

Te-131m 30日 1.80E+17 2.0 1.01E+17 3.4 1.03E+17 3.49 3.39E-17
化学毒＋放射毒

Te-132 3.2日 1.57E+18 90.8 1.76E+18 157 1.76E+18 157 8.90E-17
化学毒＋放射毒

I-129 1.57×107年 6.2E+9 9490 7.5E+9 10500 7.1E+9 10800 1.53E-07 放射能毒

放射性ヨウ素

I-131 8.02日 1.26E+18 236 1.87E+18 408 1.86E+18 406 2.18E-16 放射能毒
I-132 2.3時間 1.84E+18 2.8 1.81E+18 4.7 1.81E+18 4.74 2.62E-18 放射能毒

I-133 20.8時間 2.65E+17 6.3 4.58E+17 10.9 4.57E+17 10.9 2.38E-17
放射能毒

放射性セシウ
ム

Cs-134 2.065年 1.90E+17 3970 2.76E+17 5770 2.51E+17 5250 2.09E-14 放射能毒

Cs-137 30.17年 2.02E+17 62700 2.55E+17 79100 2.41E+17 74700 3.10E-13 放射能毒
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（１）２０１１年３月１５日時点における放射能核種の沈着密度放射能寄与率
注１：Cs-137＝１としたときＣs-134＝１,Ｃs-136＝0.17,I-131=8.3~37,TE-129m=1.1~1.9,Te-132+I-132=7.6~13,Ag-110m=0.0028である。
（２）外部被ばく線量への核種別寄与率（％）の時間変化
注２：２０１１年３月１５日（事故後２日目）の外部被ばく線量に対する寄与率はTe-１３２＋I-１３２の親子核が６８％を占める。
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福島県内において、福島第一原発事故後に公表された「放射能核種と放射能量」、「原子炉内に堆積していた放射能量と質量」、
「ダストサンプリングによる大気放射能濃度」、「土壌放射能濃度」、「ホールボディカウンターによる人体放射能汚染」など
の調査・分析を行った①調査場所（福島県内）②調査研究機関名③測定項目と測定法、単位④核にされた核種名⑤研究機関と文
献名
注：〇印は検出された核種

①調査場所（福島
県内）

②調査研究機関
名

③調査項目と測定法、単位
Te-
127
m

Te-
127

Te-
129

Te-
129
m

Te-
131

Te-
131
m

Te-
132

I-
131

I-132 I-133 Cs-134
Cs-
136

Cs-
137

⑤データ出典・文献名

福島原発・1号機、２号
機、３号機

原子力・安全保安
院

福島原発1号機、２号機、３号機のされた
放射性物質の量（Bq）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
原子力・安全保安院「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の
事故に係る１号機、２号機、３号機の都心の状態に関する表あkに
ついて（平成23年6月6日）

福島原発・1号機、２号
機、３号機

原原子力研究開発
機構（JAEA）

原発事故前から１号機、２号機、３号機
の炉心部に堆積していた②放射能（Bq）
と③質量（g)

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
「JAEA-Data/Code2012-018 福島第一原子力発電所のの燃料組
評価」より

福島県浜通り、中通の
各市町村

文部科学（MEXT)
測定は日本文製セ
ンターと福島県原
子力センター

福島県各都市のダストサンプリングによ
る大気放射能濃度（Bq/m3)の測定

〇 〇 〇 〇 〇 〇
文部科学省によるダストサンプリング測定結果（平成24年9月12
日現在）

福島県立医大（福島
市）

福島県立医大放射
能健康管理部門

福島県立医大病院入院患者のWBC（ホー
ルボディカウンター）による人体汚染放
射能測定

〇 〇 〇 〇 〇
Makoto MIYAZAKI et al「Lesson Learned from Early Direct 
Measurement at Fukushima Medical University after the
Fukushima Nuclear Power Station Accidenr」

福島南相馬市、浪江町、
飯舘村、いわき市など
主要都市県・福島市、

文部科学（MEXT)
測定は原子力研究
開発機構

福島県各都市の土壌放射能重量濃度
（Bq/kg)の測定値

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
文部科学省による土壌モニタリング結果（平成24年9月12日現
在）

福島市、郡山市、会津
若松志、川俣町など主
要都市

弘前大学
原発事故後に採取された福島市、郡山市
などの土壌、樹木葉、雨水水道巣の放射
能測定値（Bq/kg）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Masahiro Hosoda et al「Activity concentration of 
environmental sample collected in Fukushima Prefecture 
immediately after the Fukushima nuclear accident」
SCIENTIFICREPORTS|3:2283|DOI:10.1038/srep02283

飯舘村の臼石、佐須、
山津見神社、村役場、
長泥

京都大学、広島大
学

飯舘村6か所の３月３１日の土壌放射能密
度（kBq/m2）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
今中哲司他著「福島原発事故に伴う飯舘村の放射能汚染調査」：
KAGAKU|Jun.2011,Vol.81.No.6

福島県のモニタ稟議ポ
スト（双葉町山田、大
熊町向畑、楢葉町、広
野町、福島市紅葉山）

高エネルギー加速
研究機構（茨城県
つくば市）

Nai検出器により福島県モニタリングポス
トの記録紙のガンマ線スペクトル解析を
行った。

〇 〇 〇 〇

平山秀夫、松村宏他著「福島県モニタリングポストのNaI（TI）検
出器波高分布データを用いたプルーム中Xe-135,I-131,I-132,I-
133,およびTe-132放射能濃度野推定」：日本原子力学会誌、
Vol.16,No1,P.1-14（2017),doi:10.3327/taesj.J16.014

福島県内高速道旅情の
６か所のSA(福島西、安
達太良、郡山東、本宮、
三春、指塩）

高エネルギー加速
器研究機構、理化
学研究所

LaBrシンチレーション検出器による放射
能比（Te-132＝200とした相対放射能
比）

〇 〇 〇 〇 〇
村松宏、石岡純他著「高速道路のガンマ線測定により得られた福
島第一原子力発電所から飛散した放射性物質の拡散状況」：日本
原子力学会誌和文論文誌、Vol.10,No.3,P.152-162（２０１１）

原子力センター福島支
所（福島市）

原子力センター福
島支所

2011年3月1５日18時30分に福島支所で採
取した雨水と3月16日に採取した水道水の
ガンマ線スペクトル解析

〇 〇 〇 〇 〇
福島県危機管理部「福島第一原子力発電所事故に伴う福島県の放
射能モニタリング活動の記録～県の書道対応から現在のモニタリ
ング体制確立まで～」令和2年3月

南相馬市小高区上浦木
曽迫、浪江町大字川添
字中上野野原

福島県緊急モニタ
リングチーム

2011年3月12日12時ころに採取したダス
トの放射能濃度（Bq/m3）測定、高濃度
のTe-132,I-132を検出

〇 〇 〇 〇
福島県危機管理部「福島第一原子力発電所事故に伴う福島県の放
射能モニタリング活動の記録～県の書道対応から現在のモニタリ
ング体制確立まで～」令和2年3月
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福島県モニタリンググポストのNaI（TI）検出器波高分布データを用いたプルーム中Xe-135,I-131,I-132,I-133,Te-132放射能濃度の推定
①2011年3月15日、福島市紅葉山100m高さモニタリング地点の大気放射能濃度（Bq/m3）と線量寄与率（％）

Te-132＝8096（6.8％),I-131=11951(17.9%),I-132=8417(71.5%),I-133＝1699（3.8％）
②2011年3月16日、広野町二ツ沼モニタリング地点の大気放射能濃度（Bq/m3）と線量寄与率（％）

Te-132＝4423（1.6％),I-131=23457(14.8%),I-132=22310(79.7%),I-133＝4240（4.0％）
③2011年3月13日の大熊町向畑モニタリング地点の大気放射能濃度（Bq/m3）と線量寄与率（％）

Xe-133＝18166（13.7％）、Xe-135＝6857（39.2％）、Te-132＝3299（17％）、I-131＝318（2.9％）、I-132＝408（21.3％）、I-133=432（5.9％）

④2011年3月12日南相馬市小高区上浦木曽迫の大気放射能濃度（Bq/m3）
I-131＝63、イー132＝111、Cs-137＝2.2、e-132＝119、Y-91＝510
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高速道路のガンマ線測定より得られた福島第一原子力発電所から飛散した放射性物質の拡散状況
〇2011年3月15日午後からプルーム2、プルーム3が福島浜通り、中通りへ飛来してきた時の核種別放射能比(Te-132=100)とＴe-132＋I-132の放射能寄与率（%)に関する情報
①3月15日15時11分:東北自動道の本宮IC: Te-132=100,I-132=128,I-131＝80,Cs-134=16,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=69%
②3月15日15時25分:磐越自動道の郡山東IC: Te-132=100,I-132=107,I-131＝85,Cs-134=18,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=66%
③3月15日15時51分:磐越自動道の阿武隈高原SA: Te-132=100,I-132=109,I-131＝77,Cs-134=27,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=66%
④ 3月15日16時25分:磐越自動道の指塩PA: Te-132=100,I-132=107,I-131＝98,Cs-134=23,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=66%
⑤3月15日17時37分:常磐自動道のいわき四ツ倉IC: Te-132=100,I-132=127,I-131＝396,Cs-134=23,Cs-136=7 :Te-132+I-132の放射能寄与率=35%
⑥3月15日20時41分:東北自動道の福島西IC: Te-132=100,I-132=95,I-131＝82,Cs-134=16,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=65%
〇2011年3月16日午後からプルーム4が福島県、茨城県、千葉県などへ飛来してきた時の核種別放射能比(Te-132=100)とＴe-132＋I-132の放射能寄与率（%)に関する情報
①3月16日12時38分:東北自動道の安積IC: Te-132=100,I-132=128,I-131＝80,,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=81%
②3月16日13時15分:東北自動道の阿武隈PA: Te-132=100,I-132=114,I-131＝28,Cs-134=20,Cs-136=6 :Te-132+I-132の放射能寄与率=80%
③3月15日15時51分:東北自動道の白河IC: Te-132=100,I-132=99,I-131＝397,Cs-134=25,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=74%
④ 3月15日16時25分:東北自動道の福島西IC: Te-132=100,I-132=101,I-131＝69,Cs-134=14,Cs-136=3 :Te-132+I-132の放射能寄与率=70%
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福島原発事故後早い段階で福島県立医大における人体直接測定（ WBC）結果からの教訓
①２０１１年３月１５日から実施された福島県立医大におけるホールボディカウンターによる患者さんの体内被曝結果によると、３月１５日から２１日までの間は
Te-132＋I-132の親子核種の放射能（Bq/人体）が５０％以上の上位を占めていた。
②３月１５日には福島市にプルーム３画飛来していた。３月１５日の福島市紅葉山モニタイングポストではTe-132＝8096（Bq/m3）I131=11951(Bq/m3),

I-132=8417(Bq/m3 ),I-133＝1699（ Bq/m3 ）が観測されていた。
③3月15日20時41分:東北自動道の福島西IC: Te-132=100,I-132=95,I-131＝82,Cs-134=16,Cs-136=5 :Te-132+I-132の放射能寄与率=65%
④３月17日、18日ののWBC被験者からはTe-132,I-132,I-131,の検出が明確であった。
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福島第一原発事故直後の福島県各都市における土壌放射能モニタリング結果から確認した検出核種名
注：〇印は検出が確認された核種
出典：文部科科学省（MEXT）平成24年9月１２日公表データURL:https://www.mext.go.jp>afiledfile>2011/08/07 Reading of soil monitorring

土壌放射能濃度（Bq/kg）

採取地点の地名
採取地点の原発
からの距離と方
向

試料採取日時 Te-129 Te-129m Te-132 I-131 I-132 Cs-134 Cs-136 Cs-137 Sr-89 Sr-90 Nb-95 Tc-99m Ag-110m Ba-140 La-140

双葉郡浪江町赤宇
木

32km北西
2011/3/22～３
/26

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

双葉郡浪江町赤宇
木

24㎞北西 2011/3/30~5/6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

双葉郡浪江町津島 30㎞西北西 2011/3/22~30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相馬郡飯舘村長泥 33km北西 2011/3/23~30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊達郡川俣町山木
屋

40㎞西北西 2011/3/25~26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

双葉郡葛尾村上野
川

33km西北西 2011/3/26~28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊達郡霊山町石田 52km北西 2011/3/31~4/1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島市大波 56㎞北西 2011年4月1日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島市杉妻町 62㎞北西 2011/4/14~4/27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田村市都路町古道 21km西 2011/4/7~13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田村市常葉町山根 32km西 2011/3/23~5/3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二本松市田沢 37㎞西北西 2011年3月22日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

二本松市太田 43km西北西 2011年3月23日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南相馬市原町区馬
場

23km北北西 2011/4/7~13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南相馬市原町大原 2９km北北西 2011/4/7~9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南相馬鹿島区西町 32㎞北 2011/3/25~29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相馬市山上 43km北北西 2011/3/28~4/16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

双葉郡川内村上川
内

22km西南西 2011/4/4~4/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

双葉郡広野町下北
迫

23km南 2011/3/26~5/3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いわき市久之浜町
久之浜

３１km南 2011/3/31~4/3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いわき市四倉町中
島

３４㎞南南西 2011/4/14~4/16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いわき市小川町高
萩

３6㎞南南西 2011/3/31~4/4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いわき市内郷御厨
町

３３㎞南南西 2011/3/31~4/4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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事故直後の福島県各都市における土壌の放射能濃度（Bq/kg）とCs-137比
文献：Masahiro Hosoda,Shinji Tokonami他著、[Activity concentoration of Environmental samples collected in Fukushima Prefecture immediately after the Fukushima nuclear accident], 
SCIENTIFC REPORTS ,3:2283,DOI:10,1038/serp02283

土壌濃度（Bq/湿kg)

採取場所 採取日時Te-132 I-131 I-132 Cs-134 Cs-136 Cs-137 La-140 合計

郡山市（１） 3月17日 31500
2832
0

5350 6020 1080 6090 5010 89740

郡山市（２） 3月17日 46140
4281
0

6840 5320 9200 5540 4670 127630

福島市 3月17日 223900
1501
00

33250 28350 4850 29430 6420 516820

いわき市（１） 3月18日 2060
1600
0

290 260 50 300 18960

いわき市（２） 3月18日 2520
1572
0

330 350 320 20230

会津若松市 3月18日 14970 6910 2180 2300 410 2400 31170

会津若松市 3月18日 14970 6910 2180 2300 410 2400 31170

川俣市 3月19日 75320
9390
0

10780 9050 1550 9640 6420 221450

白河市 3月19日 15110
1142
0

2100 2070 380 2220 1890 37850

丸森町(宮城県）3月19日 4640
1059
0

500 70 490 16290

国見町 3月19日 59730
5170
0

8590 6330 1060 6550 141760

蔵王(宮城県） 3月19日 11750
1931
0

1650 1370 260 1420 35760

Cs-137を1とした場合の核種放射能比

採取場所 採取日時 Te-132 I-131 I-132
Cs-
134

Cs-136 Cs-137 La-140合計
Te-132+I-132
の放射能寄与率
（％）

郡山市（１） 3月17日 5.2 4.7 0.9 1.0 0.2 1.0 0.8 14.7 41

郡山市（２） 3月17日 8.3 7.7 1.2 1.0 1.7 1.0 0.8 23.0 42

福島市 3月17日 7.6 5.1 1.1 1.0 0.2 1.0 0.2 17.6 50

いわき市（１） 3月18日 6.9 53.3 1.0 0.9 0.2 1.0 0.0 63.2 12

いわき市（２） 3月18日 7.9 49.1 1.0 1.1 0.0 1.0 0.0 63.2 14

会津若松市 3月18日 6.2 2.9 0.9 1.0 0.2 1.0 0.0 13.0 55

会津若松市 3月18日 6.2 2.9 0.9 1.0 0.2 1.0 0.0 13.0 55

川俣市 3月19日 7.8 9.7 1.1 0.9 0.2 1.0 0.7 23.0 39

白河市 3月19日 6.8 5.1 0.9 0.9 0.2 1.0 0.9 17.0 45

丸森町(宮城県） 3月19日 9.5 21.6 0.0 1.0 0.1 1.0 0.0 33.2 28

国見町 3月19日 9.1 7.9 1.3 1.0 0.2 1.0 0.0 21.6 48

蔵王(宮城県） 3月19日 8.3 13.6 1.2 1.0 0.2 1.0 0.0 25.2 37

平均値 7.5 15.3 1.0 1.0 0.3 1.0 0.3 27.3 312024/8/31
山田國廣著「ウラン、プルトニウム燃料の核分裂では放

射能毒物と化学毒物が同時に生成される」
13



福島県における土壌のプルトニウム（Pu-238,Pu-239,Pu-240)の放射能汚染調査結果
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文部科学省による「福島県における土壌のストロンチウム（Sr-89,Sr-90）核種分析の測定結果」
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福島第一原発事故後に公表された「葉物野菜、樹木葉、雑草、原乳などの放射能濃度」の調査・分析を行った①調査場所②調査
研究機関名③測定項目と測定法、単位④確認された核種名⑤研究機関と文献名
注：〇印は検出された核種

①調査場所 ②調査研究機関名 ③調査項目と測定法、単位
Te-
129m

Te-132 I-131 I-132 Cs-134 Cs-137 ⑤データ出典・文献名

福島県（郡山市、福島
市、いわき市、川俣町、
会津若松市）

弘前大学

原発事故後に採取された福島市、郡山
市、丸森町のヒノキの葉、いわき市と
川俣町のサザンカの葉、白河市のの葉
ヒマラヤスギの葉、会津若松市のチシ
マザサの葉の放射能濃度（Bq/kg）

〇 〇 〇 〇 〇 〇

Masahiro Hosoda et al「Activity concentration of 
environmental sample collected in Fukushima Prefecture 
immediately after the Fukushima nuclear accident」
SCIENTIFICREPORTS|3:2283|DOI:10.1038/srep02283

南相馬市馬事公苑

日本放射線安全管理学会、
放射性ヨウ素・セシウム
安全対策アドホック委員
会

2011年3月23日南相馬市の馬事公苑で
採取されたホウレンソウの放射能濃度
（Bq/kg）と水洗浄除去率（％）

〇 〇 〇 〇 〇
柴和弘他著「福島第一事故によって汚染された野菜に付着した
放射性物質の除去法に関する中間報告」

会津若松市、北茨木市 日本放射線安全管理学会
ホウレンソウの放射能農奴（Bq/kg）
と水洗浄後の除去率（％）

〇 〇 〇 〇 〇
日本放射線安全管理学会「放射性ヨウ素等対策に関する成果報
告書」2011年4月28日

茨城県筑波大学構内
筑波大学アイソトープ総
合センター

つくば市と築西市のホウレンソウ、つ
くば市のサニーレタス、石岡市の高菜
とヨモギ、筑波大学構内のヨモギとエ
ノコログサの放射能濃度（Bq/kg）

〇 〇 〇 〇 〇
渡邊浩著「福島第一原発からの放射性降下物（つくば周辺）の
放射能濃度とCs-137比」、筑波大学技術報告33:5-13,2012

東京都内で栽培された
ホウレンソウ、小松菜、
明日束、原乳など

東京都立産業技術セン
ター

2011年3月2４日採取の,asutaba ホウ
レンソウ、小松菜,５月１０日採取の
明日束、３月１９日採取の原乳の放射
能濃度測定（Bq/kg）

〇 〇 〇 〇 〇
①永川栄泰他著「福島第一原子力発電所事故による放射性物質
漏えいに係わる都内環境放射能測定及び被ばく線量測定」：
RADIOISOTOPES,60,467-472(2011)
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事故直後の福島県各都市における樹木葉の放射能濃度（Bq/kg）とCs-137比
文献：Masahiro Hosoda,Shinji Tokonami他著、[Activity concentoration of Environmental samples collected in Fukushima Prefecture immediately after the 
Fukushima nuclear accident], SCIENTIFC REPORTS ,3:2283,DOI:10,1038/serp02283

樹木葉の物放射能濃度（Bq/湿kg)

採取場所
採取日
時

Te-132
Te-
129
m

I-131 I-132 Cs-134
Cs-
136

Cs-137
La-
140

合計
植物の種
類

郡山市
（１）

3月17日 414500 66040 167600 149700 27480 155200 980520
シャクナ
ゲ

郡山市
（２）

3月17日 372800 64330 304000 58200 62860 11710 63170 47770 984840ヒノキ

福島市 3月17日 53460 8540 125300 8260 5080 950 4870 2960 209420ヒノキ

いわき市
（１）

3月18日 28690 4600 365400 4390 5090 1030 5190 414390サザンカ

いわき市
（２）

3月18日 22690 24710 5620 1140 5710 59870ササ

会津若松市(1) 3月18日 49160 9070 15310 15260 2760 16360 107920
チシマザ
サ

会津若松市(2) 3月18日 17910 4370 2590 4790 840 5150 35650アオキ

川俣市 3月19日 120300 21380 12680 17920 13100 2330 13720 201430サザンカ

白河市 3月19日 241600 40280 142100 36160 49260 8760 49880 46040 614080
ヒマラヤ
スギ

丸森町(宮城
県）

3月19日 10550 24210 97280 15810 17350 3070 17900 186170ヒノキ

Cs-137を1とした場合の核種放射能比

採取場所
採取日
時

Te-132 I-131 I-132
Cs-
134

Cs-
136

Cs-
137

La-
140

合計

Te-132+I-
132の放射
能寄与率
（％）

植物の
種類

郡山市
（１）

3月17日 2.7 1.1 0.0 1.0 0.2 1.0 0.0 6.3 42.3
シャクナ
ゲ

郡山市
（２）

3月17日 5.9 4.8 0.9 1.0 0.2 1.0 0.8 15.6 43.8ヒノキ

福島市 3月17日 11.0 25.7 1.7 1.0 0.2 1.0 0.6 43.0 29.5ヒノキ

いわき市
（１）

3月18日 5.5 70.4 0.8 1.0 0.2 1.0 0.0 79.8 8.0サザンカ

いわき市
（２）

3月18日 4.0 4.3 0.0 1.0 0.2 1.0 0.0 10.5 37.9ササ

会津若松
市(1)

3月18日 3.0 0.9 0.0 0.9 0.2 1.0 0.0 6.6 45.6
チシマザ
サ

会津若松
市(2)

3月18日 3.5 0.8 0.5 0.9 0.2 1.0 0.0 6.9 57.5アオキ

川俣市 3月19日 8.8 0.9 1.3 1.0 0.2 1.0 0.0 14.7 68.6サザンカ

白河市 3月19日 4.8 2.8 0.7 1.0 0.2 1.0 0.9 12.3 45.2
ヒマラヤ
スギ

丸森町(宮
城県）

3月19日 0.6 5.4 0.9 1.0 0.2 1.0 0.0 10.4 14.2ヒノキ

平均値 5.0 11.7 0.7 1.0 0.2 1.0 0.2 20.6 27.52024/8/31
山田國廣著「ウラン、プルトニウム燃料の核分裂では放

射能毒物と化学毒物が同時に生成される」
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福島第一原発事故後に公表された「雨水、水道水、河川水、雪水の放射能濃度」の調査・分析を行った①調査場所②調査研究機
関名③測定項目と測定法、単位④確認された核種名⑤研究機関と文献名
注：〇印は検出された核種

①調査場所 ②調査研究機関名③調査項目と測定法、単位
Te-
129

Te-
129m

Te-132I-131 I-132 Cs-134 Cs-137 ⑤データ出典・文献名

関東圏エリア（福島市、
日立市、つくば市、東
京都）

日本放射線安全管
理学会

雨水の代表的なγ線スペクトル解析 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
日本放射線安全管理学会「放射性ヨウ素等対策に関する成果
報告書」2011年4月28日

福島県（原子力セン
ター福島支所、福島
市）

原子力センター福
島支所

2011年3月1５日18時30分に福島支所
で採取した雨水と3月16日に採取した
水道水のガンマ線スペクトル解析

〇 〇 〇 〇 〇
福島県危機管理部「福島第一原子力発電所事故に伴う福島県
の放射能モニタリング活動の記録～県の書道対応から現在の
モニタリング体制確立まで～」令和2年3月

福島県（郡山市、福島
市、会津若松市）

弘前大学

原発事故後に採取された郡山市などの
水道水、福島市の河川水と雨水、会津
若松氏市の雪水の放射能測定値
（Bq/L）

〇 〇 〇 〇 〇 〇

Masahiro Hosoda et al「Activity concentration of 
environmental sample collected in Fukushima 
Prefecture immediately after the Fukushima nuclear 
accident」
SCIENTIFICREPORTS|3:2283|DOI:10.1038/srep02283

茨城県筑波大学構内
筑波大学アイソ
トープ総合セン
ター

筑波大学構内の池水、駐車場溜水の放
射能濃度（Bq/L）

〇 〇 〇 〇 〇
渡邊浩著「福島第一原発からの放射性降下物（つくば周辺）
の放射能濃度とCs-137比」、筑波大学技術報告33:5-
13,2012

新潟県南魚沼市

新潟県防災局放射
線監視センター
（Pref・
Niigata）

Ge検出器測定による雪水
（放射能Cs-１137比)

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大野峻史他著「福島第一原子力発電事故の影響により新潟県
において検出された人工放射性核種について」、新潟県放射
性監視センター年報、第９巻、2011年

東京都金町浄水場、朝
霞浄水場、小作浄水場
系統の水道水

東京都立産業技術
センター、東京都
健康安全研究セン
ター

2011年3月22日以後の東京都金町、朝
霞、小作浄水場系統の水道水の放射能
濃度測定（Bq/kg）

〇 〇 〇 〇 〇

①永川栄泰他著「福島第一原子力発電所事故による放射性物
質漏えいに係わる都内環境放射能測定及び被ばく線量測
定」：RADIOISOTOPES,60,467-472(2011)
②富士栄聡子他著「東京島における降下物及び陸水中の人工
放射性物質の経年変化」；東京健安全せ年報、
Ann.Rep.TokyoMetr.Inst.Pub.Health,&%,237-243,2014
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日本全国において福島第一原発事故直後からダストサンプリングを採取してゲルマニウム（Ge）半導体検出器などにより放射性テルル、放射性
ヨウ素、放射性セシウムの大気放射能濃度（Bq/m3）の分析を行った①調査場所②研究機関③測定法と単位④確認された核種名⑤出典及び文献名
注：〇印は検出された核種

①調査場所
（福島県外）

②研究機関名 ③測定法と単位
Te-
129

Te-
129m

Te-
131

Te-
131m

Te-
132

I-131 I-132 I-133
Cs-
134

Cs-
136

Cs-
137

⑤データ出典・文献名

宮城県仙台空港米
軍キャンプ地

米国防総省・危機削減
局（DTRA）

大気放射能濃度（Bq/m3） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
DTRA-TR-002「Probabilistic of Radiation Dose for Shore-Based 
Individual in Operation Tomdachi」：May 2013 

宮城県女川沖
100kmの海域

米国防総省・危機削減
局

宮城県女川沖100㎞・海上の空母ロナルド・
レーガン甲板上でPSA（portable air sample)
採取された大気放射能濃度

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Defense Threat Reduction Agency,TECHNICAL REPORT「Radiation
Dose Assessments for Fleet-Based Indivduals in Operation 
Tomodachi,Revision 1」

新潟県南魚沼市、
柏市

新潟県防災局放射線監
視センター（Pref・
Niigata）

Ge検出器測定による大気濃度
（放射能Cs-１137比)

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大野峻史他著「福島第一原子力発電事故の影響により新潟県において検
出された人工放射性核種について」、新潟県放射性監視センター年報、
第９巻、2011年

茨城県東海村
原子力研究開発機構
（JAEA）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
JAEA-Review,2011-035「福島第一原子力発電事故に係る特別環境放射
線モニたリング結果ー空間線量率、空気中放射性物質濃度、降下じん中
放射性物質濃度」

茨城県つくば市 日本気象協会(JMA)
Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Yasuhio Igarashi 「CHARACTERISTICS OF SPHERICAL Cs-
BEARING PARTICLES COLLECTED DURING THE EARLY STAGE OF 
FDNPP ACCIDENT]

群馬県高崎市
包括的核実験禁止条
約・監視測定所
（CTBTO）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
米沢仲四郎、山本洋一「核実験監視用放射性核種観測網による大気中の
人工放射性核種の測定」、ぶんせき、2011,8

埼玉県和光市

理化学研究所
（RIKEN）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

環境研究総合研究費、終了研究成果報告書「原発事故により放出された
大気中微粒子等の暴露評価とリスク評価のための学際研究（平成27年度
～平成２９年度）」、Ⅱ-1,大気放出から暴露評価・リスク評価に至る総
合解析手法の設計

千葉県千葉市
日本分析センター
（JCAC）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

環境放射線モニタリング技術検討チーム第17回会合「緊急時における放
射性ヨウ素測定法」参考D、福島第一原子力発電所事故時における放射性
ヨウ素の検出事例（ゲルマニウム半導体検出器で測定した大気浮遊じん
のスぺクトル）

東京都世田谷区
東京都立産業技術セン
ター（TIRI）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東京都立産業技術研究センター「東京電力福島第一原子力発電所に係る
大気浮遊塵中放射性物質調査報告書」平成２３年１２月

東京都福生市米具
横田基地

米国防総省・危機削減
局（DTRA）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
DTRA-TR-002「Probabilistic of Radiation Dose for Shore-Based 
Individual in Operation Tomdachi」：May 2013 

神奈川県茅ケ崎市
神奈川県衛生研究所
（KPIPH）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
神奈川県衛生研究所「神奈川県における放射能調査・報告書ー２０１１
－」

神奈川県横須賀港
米軍基地

米国防総省・危機削減
局（DTRA）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
DTRA-TR-002「Probabilistic of Radiation Dose for Shore-Based 
Individual in Operation Tomdachi」：May 2013 

沖縄県
包括的核実験禁止条
約・監視測定所
（CTBTO）

Ge検出器測定による大気放射能濃度
（Bq/m3）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
米沢仲四郎、山本洋一「核実験監視用放射性核種観測網による大気中の
人工放射性核種の測定」、ぶんせき、2011,9
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福島第一原子力発電所事故により新潟県において検出された人工放射性核種について
（１）新潟県の南魚沼市、新潟市、柏崎市などにおいて採取された①大気浮遊ダスト（14種類）②放射性降下物（11種類）③雪水(24種類）④汚泥（14種類）⑤河川水（5種類）⑥農産物（6種類）から検
出され人工放射性核種の種類（カッコ内）
（２）2011年3月15日に南魚沼市で採取された大気浮遊核種（Te-129,Te-129m,Te-131m,Te-132,I-131,I-132，Cs-134,Cs-136,Cs-137,Tc-99m）の放射能相対濃度（Cs-137比）と放射線量寄与率（％）
（３）2011年4月10日に南魚沼市で採取され雪から検出された人工放射性核種（Te-127,Te-127m,Te-129,Te-129m,Te-131m,Te-132,I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-137など）の放射能相対濃度（Cs-
137比）と放射線量寄与率（％）
（４）2011年7月15日に柏崎市から採取されたスラッジから検出された人工放射性核種（ Te-127,Te-127m,Te-129,Te-129m,Cs-134,Cs-136,Cs-137,Co-90,Nb-95,Tc-99m,Ag-113m,Sn-113,Sb-124,Sb-125)の
放射能相対濃度（Cs-137比）と放射線量寄与率（％）

2024/8/31 山田國廣著「ウラン、プルトニウム燃料の核分裂では放射能毒物と化学毒物が同時に生成される」 20



CTBT（核拡散防止条約）の核実験監視用放射性核種観測網による人工放射性核種の測定
①CTBT高崎観測所で5月２１日までに測定された23種類（Te-129,Te-129m,Te-131m,Te-132,I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-137など）の放射性核種の積算濃度（Bq/m3）
②CTBT高崎観測所の粒子状放射せ核種の測定結果（検出核種はTe-129,Te-129m,Te-132,I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-137,Ba-140,La-140,Tc-99m,Mo-99）

③CTBT沖縄観測の粒子状放射性核種の測定結果（検出核種はTe-129,Te-129m,Te-132,I-131,I-132,Cs-134,Cs-137)
④福島第一原子力発電所からの粒子状放射性核種を検出したIMS観測所のTe-132,I-131,Cs-137及び全核種濃度（μBq/m3）の比較

2024/8/31 山田國廣著「ウラン、プルトニウム燃料の核分裂では放射能毒物と化学毒物が同時に生成される」 21



2011年3月15日から23日の東京都世田谷区深沢・都立産業技術センターにおけるテルル毒入りホットパーティクル形成核種の大気浮遊塵放射能（Bq/m3）
①2011年3月15日10時のプルーム２到達時におけるCs-137比。
Te-129=0.9,Te-129m=1.1,Te-131m=0.2,Te-132=6.5,I-131=4.0,I-132=4.7,I-131m＝0.5, Cs-134=1.1,Cs-136=0.2,Cs-137=1.0
② 2011年3月15日10時のプルーム２到達時における「Te-132+I-132の放射能寄与率」=56%
③2011年3月21日8時のプルーム9到達時におけるCs-137比。
Te-129=1.4,Te-129m=0.6,Te-131m=0,Te-132=1.0,I-131=2.4,I-132=0.6,I-131m=0, Cs-134=1.0,Cs-136=0.1,Cs-137=1.0
④ 2011年3月21日8時のプルーム9到達時における「Te-132+I-132の放射能寄与率」=33%
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2011年3月15日から23日の東京都世田谷区深沢・都立産業技術センターにおけるテルル毒入りホットパーティクル形成核種の大気浮遊塵放射能（Bq/m3）

Cs-134(2.065年) Cs-134(2.065年) Cs-134(2.065年) Te-129(69.6秒) Te-129m(33.6日)

Te-131m(30日) Te-132(3.2日) I-131(8.02日) I-132(2.3時間)
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2011年3月15日、21日の東京都世田谷区深沢都立産業技術センターにおける大気浮遊粒子状放射能濃度（Bq/m3)

測定日時 Te-129(69.6秒) Te-129m(33.6日) Te-131m(30日) Te-132(3.2日) I-131(8.02日) I-132(2.3時間) I-131m(30日) Cs-134(2.065年) Cs-136 Cs-137(32.年)

3月15日3時~4時 1.5 1.8 0.44 12 11 8.5 1.5 1.9 0.3 1.8
3月15日7時~8時 1.2 3.4 1.2 0.45 0.16 0.025 0.15
3月15日8時~9時 4.6 6.2 3.4 0.81 0.8 0.14 0.77
3月15日9時~10時 1.4 14 3.2 83 67 59 8.6 12 2 11

3月15日10時~11時 51 63 13 390 240 280 30 64 11 60
3月15日11時~12時 18 25 4.7 150 83 100 9.7 24 4.2 23
3月15日12時~13時 13 8.6 8.3 1 2.2 0.44 2.2
3月15日13時~14時 1.9 5.6 5.6 4.2 0.69 0.81 0.14 0.81
3月15日14時~15時 6 6.2 4.6 0.78 1 0.19 0.94
3月15日15時~16時 9.9 9.8 7.2 1 1.9 0.32 1.8
3月15日16時~17時 10 11 7.5 1.2 1.9 0.3 1.7
3月15日17時~18時 1.7 2.8 10 11 7.6 1 1.8 0.32 1.7
3月15日18時~19時 0.61 13 12 9.3 1.2 2.4 0.41 2.1
3月15日19時~20時 0 9.7 9.4 6.7 0.91 2 0.34 2
3月15日20時~21時 0 4.1 3.3 2.7 0.31 0.85 0.13 0.69
3月15日21時~22時 0 3.6 3.4 2.5 0.27 0.66 0.09 0.61
3月15日22時~23時 0 4 3.4 3 0.34 0.85 0.16 0.82
3月15日23時~24時 0 1.4 1.6 1.2 0.15 0.27 0.046 0.3
3月16日3時~4時 0 3.6 3.5 2.4 0.27 0.55 0.1 0.5
3月16日4時~5時 4.3 0.51 14 12 7.5 0.96 3.1 0.46 2.8
3月16日4時~5時 4.8 5.5 0.61 26 22 15 1.6 4.7 0.72 4.8
3月16日6時~7時 0 3 14 12 8.9 0.82 2.8 0.44 2.6
3月16日7時~8時 1.6 8.9 7.3 5.5 0.48 1.7 0.28 1.6
3月16日8時~9時 0 4.7 4.6 3.1 0.27 0.88 0.15 0.85
3月16日9時~10時 0 2.1 2.2 1.6 0.16 0.43 0.05 0.37
3月16日10時~11時 0 2 1 0.66 0.059 0.12 0 0.17
3月20日16時~21時 0.4 0.3 0.5 1.3 0.25 0.57 0.3 0.54
3月21日0時~3時 0.74 0.78 2.4 4.3 1.1 2.2 0.6 2.2
3月21日3時~8時 3.1 2 4.4 8.4 2.2 4.4 0.86 4.3

3月21日8時~10時 2.8 3.8 6.5 16 3.8 6.8 0.77 6.6
3月21日10時~12時 4.6 3.9 7.1 12 3.3 5.8 0.42 5.6
3月21日12時~14時 1.9 3 4.5 8.5 2.5 3.2 0.21 3.1
3月21日14時~16時 1.4 1.7 3.1 2.4 1.6 1.7 0.14 1.6
3月21日18時~20時 1.9 2.5 7.2 1.8 2.9 0.98 0.07 0.9
3月21日20時~22時 2.6 4.2 2.8 2.1 4.3 0.52 0.03 0.5
3月22日18時~20時 0.9 16 0.3 0.031 0.2
3月22日20時~22時 0.49 0.79 3.3 23 4.5 0.12 0.036 0.38
3月22日22時~23時 1.5 1.6 3.3 23 2.9 0.2 0.042 0.4
3月23日0時~2時 1.4 2.9 3.1 23 3.1 0.39 0.036 0.15

2011年3月合計放射能
（Bq/m3）

160 190 24 960 1000 670 24 230 33 210
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福島原発事故後により放出された放射性粒子の放射光マイクロビームX線分析を用いた化学性状（化学物質存在量）の分析結果 
注１:〇印は検出された化学物質元素名 
注２：Te（安定テルルのTe-128,Te-130)はすべての採取試料から検出され化学毒性はU（ウラン：U-236）ともに高度毒性に分類される

Csボールなどの採取場
所

調査研究機関
名 Cr Fe Zn Rb Zr Nb Mo Ag Cd Sn Sb Te Cs Ba Pb U データ出典・文献名

原発周辺北西部から採取のCs
ボール

つくば気象研,
東京理科大学

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小野貴大他著「福島第一原子力発電所により１号機か
ら放出された放射性粒子の放射光マイクロビームX線
分析を用いる化学性状の解明」：BUNSEKI 
KAGAKU,Vol.66,No.4,P251-261(2017)

南相馬市の稲の葉・もみ
農林水産省、
福島県

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農林水産省「南相馬市における玄米の基準値超過の発
生要因調査」平成２７年５月２６日

南相馬市小高局のダスト
農林水産省、
福島県

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農林水産省「南相馬市における玄米の基準値超過の発
生要因調査」平成２７年５月２６日

双葉町郡山局のダスト
農林水産省、
福島県

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農林水産省「南相馬市における玄米の基準値超過の発
生要因調査」平成２７年５月２６日

つくば市学園都市：気象研究
所のCsボール

つくば気象研 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Yasuhio Igarashi 「CHARACTERISTICS OF SPHERICAL 
Cs-BEARING PARTICLES COLLECTED DURING THE 
EARLY STAGE OF FDNPP ACCIDENT]

千葉県印旛郡栄町須賀のCs
ボール

東京理科大学、
つくば気象研
究所

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Abe et al.Progress in Earth and Planetary 
Science(2021)8:13 「Widespread distribution of 
radiocesium-bearing microparticles over the 
greater Kanto Region resulting from the 
Fukushima nuclear accident
https://doi.org/10.1186/s40645-020-00403-6

埼玉県本庄市児玉のCsボール 同上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同上

埼玉県和光市白子2丁目のCs
ボール

同上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同上

東京都調布市入間町のCsボー
ル

同上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同上

神奈川県秦野市今泉のCsボー
ル

同上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同上

長野県小諸市東雲2丁目のCs
ボール

同上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
同上

長野県上田市常盤城5丁目の
Csボール 同上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同上
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https://doi.org/10.1186/s40645-020-00403-6


福島第一原子力発電所により１号機から放出された放射性粒子の放射光マイクロビームX線分析を用いる化学性状の解明
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南相馬市における玄米の基準値超過の発生要因調査
注：この調査から①双葉町郡山ダスト②南相馬市小高局のダスト③南相馬市の稲の葉・モミのスプリング8を用いた元素分析の結果、Cs
とっともに,安定テルル（Te-128.Te-130),長半減期ウラン（U-236)などの化学毒性が強い元素の存在が確認された。
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福島原発事故により放射性セシウムを含む微粒子が関東地域全体に広く分布していた
注：放射港マイクロビームX線解析により微粒子の中にはテルル（Te-128,Te-130)、ウラン(U-236）など長半減期で化学毒性の強い元素の存在していた。
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